
大阪府の取組紹介

大阪府では、様々な人権問題に対する大阪府の取組や、人権関係規程
の趣旨・内容等について分かりやすく解説した「大阪府人権白書　ゆまに
てなにわ３７」を発行しました。（A4版・無料）
市役所・役場のロビーや図書館、学校等に配置し広く府民にご覧いただ
くとともに、自治体の人権研修はもちろんのこと、企業・施設等での人権
研修での資料としても広く活用されています。
冊子をご希望の方は、裏面の大阪府人権局までお申し込みください。
（送料はご負担ください）。

大阪府人権白書「ゆまにてなにわ３７」を発行しました。
北朝鮮当局による日本人拉致は、我が国に対する主権侵害であるとともに、重大な人権侵害です。平成18（2006）年
6月、「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施行され、毎年12月10日から16日
までの１週間を「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とすることとされました。大阪府では、この週間を中心に様々な団体等
のご協力の下、以下のような啓発事業を実施しました。

●街頭啓発
日時 ： 令和4（2022）年12月9日
  （ホワイティうめだセンターモール）
内容 ： 拉致問題啓発にかかるチラシ等の配布

●啓発パネル展
日時 ： 令和4（2022）年11月30日～12月16日
  （府立中央図書館1階展示スペース）
  令和4（2022）年12月9日～16日
  （大阪府庁本館1階　正面階段付近）
内容 ： 拉致問題啓発パネルの展示

●ブルーリボンライトアップ
日時 ： 令和4（2022）年12月10日～16日
  ※一部施設は期間が異なります。
  大阪府咲洲庁舎、大阪府立中之島図書館、
  万博記念公園・太陽の塔等、府内16施設
内容 ： ブルーリボンにちなんだブルーライトアップ

を実施

●デジタルサイネージによる啓発画像放映
日時 ： 令和4（2022）年12月5日～11日
  （ホワイティうめだセンターモール）
  令和4（2022）年12月10日～16日
  （府内15市町で放映）
  ※施設により放映日が異なります。
内容 ： 拉致問題啓発画像の放映

●北朝鮮による拉致問題を考える会（主催：北朝鮮拉致
問題の解決を促進する大阪地方議員連絡会）
日時 ： 令和4（2022）年8月11日（大阪市中央公会堂）
内容 ： アニメ「めぐみ」上映、蓮池薫さんによる講演

●アニメ「めぐみ」・「拉致被害者御家族ビデオメッセー
ジ」上映会
日時 ： 令和5（2023）年1月15日（ピースおおさか）
内容 ： 拉致問題の概要説明、アニメ「めぐみ」・
  「拉致被害者御家族ビデオメッセージ」上映

●拉致問題啓発舞台劇公演「めぐみへの誓い―奪還―」
日時 ： 令和5（2023）年1月21日
  （箕面市立メイプルホール）
内容 ： 拉致問題の概要説明、舞台劇「めぐみへの

誓い―奪還―」上演、拉致問題啓発パネル展

拉致問題の詳細をお知りになりたい方は、下記のサイトをご覧ください。
●北朝鮮による日本人拉致問題（政府　拉致問題対策本部） https://www.rachi.go.jp/

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」の取組

北朝鮮当局による拉致問題に対する啓発の取組

大阪府では、インターネットやSNS上での誹謗中傷の解消に関する
取組の一環として、令和4（2022）年7月31日に木村響子さんを講師と
してお迎えし、講演会を開催しました。

人権啓発講演会「ヤサシイハナをサカセマショウ」を
開催しました。

「性のあり方は、人それぞれ」であることを広く知っていただくために
令和4（2022）年７月から８月にかけて、性の多様性に関する啓発動画
を府内映画館で放映しました。

「性の多様性に関する啓発動画」を放映しました。

我が国では、毎年12月4日から世界人権宣言が採択された10日（人権デー）までの1週間を「人権週間」と定めており、
大阪府でも様々な団体等と連携して、人権尊重の社会づくりのための取組を実施しました。

「人権週間」の主な取組について。

大阪府立図書館における啓発
（日時：令和4（2022）年11月30日～12月16日）
「インターネット上の人権問題」や「性的マイノリティ」を

テーマとした関連図書、パネルによる企画展示を実施しました。

人権啓発映像（日時：令和4（2022）年12月5日～11日）
阪急大阪梅田駅、南海なんば駅などにおいて同和問題や

ヘイトスピーチに係る人権問題に関して、デジタルサイネージ
を使った人権啓発メッセージでの呼びかけを実施しました。

令和４（2022）年度の取組
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